




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































58 内　　 閣　　 制　　 論
二入リテ僻職大臣ノ地位ヲ襲フベキ、何等ノ根擦ヲ有スルモノ
ニアラズ。議會ノ攻撃者、亦同一關係二立ッベキモノトス。或
ノ・議會二於ケル有力ノ反封者タリシ者ガ、他日内閣大臣二任ゼ
ラル・コトノ・アルベ：キモ、是レ他ノ理由二由ルモノニシテ、攻
墜者タリシ爲ニノ・アラザルナリ。
元ヨリ議會ノ反甥二由リ、政府ノ提案・・可決セラレズ、爾者
ノ問二衝突ヲ生ジ、爲メニ政治ノ運行ヲ阻止スルコト、屡｝生
ズルコトアラン。然レドモ是レ立憲制當然ノ敷果トシテ免レザ
ル事態ナリ。若シ或問題二付爾者ノ意見一致セザルトキノ・、之
ヲ未解決ノ儘二放置シ、他ノ機會ヲ待ツ外、道ナカルベシ。例
ヘバ選墨法改正二付、爾者ノ意見一致セザルトキノ・、依然從來
法ヲ施行スベキノミナリ。豫算案財政案等否決ノ場合二・’隻政
府ノ・大ナル不便ヲ受クベキモ、他二慮急ノ策亦無キニアラザル
ベシ。然ルニ此ノ如キ不便及支障ヲ同避スル爲メニ、政蕪内閣
制ヲ常二探用セザルベカラザルノ理ノ・、決シテアルコトナシ。
政蕪内閣ノ下二於テモ、議會ト内閣トノ衝突・・、猶紛出スルコ
トアリ。政蕪内閣制ガ、爾者衝突同避ノ唯一ノ方法ニアラザル
ナリ。要之若シ政蕪内閣制ヲ政治ノ常道トシプ之ヲ施行セノ酔
議會ト政府ノ封立存在ノ敷果ヲ稀薄ニシ、政治ノ節制ヲ失ヒ、
放慢横隷ナル蕪政ノ蹟雇ノ・永ク之ヲ防止スルヲ得ザルニ至ラ
ンo
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政蕪内閣制ヲ主張スル者ノ・日ク、議會二於ケル多藪蕪ノ・、國
民多藪ノ代表者ヲ以テ組成セラレ、其ノ政綱ノ・、即チ國民多歎
ノ政見ナリ、國民多藪ノ是認スル政見ヲ、實現セシムルコト
ガ、即チ立憲政治ナリ。政窯内閣ノ行フ政治ノ・、即チ國民多歎
ノ代表者ノ政治ナリ。國民意思反映ノ政治帥チ國民ノ政治ナ
リo政治ノ・國民生活ノ爲メノ作用ニシテ、國民ノ事務ナリ。從
テ國民ガ政治ヲ行フ、是レ當然ナリ。叉斯ル政治ニシテ初メテ
適當ナル政治ト謂フベキナリト。此ノ主張ニノ・、幾多ノ誤謬ヲ
混入ス。決シテ之ヲ首肯スルヲ得ザルナリ。先ヅ、政蕪政治ヲ
以テ．立憲政治又ノ・憲法政治ト云フノ・失當ナリ。何トナレバ憲
法ニハ、政蕪内閣制ヲ規定スルモノニアラザレバナリ。次㍉
政黛政治ヲ國民政治ト云フノ・、其主タル誤謬ナリ。國民ト政窯
トノ・．決シテ同一一ニアラザルナリ固ヨリ政蕪ノ中ニノ・、多欺ノ
議員ヲ包括スルコトアルモ、之ガ爲メニ政窯ガ、國民ト同一二
爲ルモノニアラザルナリ。是レ選墨ノ性質ヨリ生ズノレ結論ナ
リ。凡ソ選墨ニノ・、古來委任制ト代表制ノ爾種アリタリ。佛國
二於プノ・、革命前既二階級的選撃法アリ、國民ノ三階級ノ・、正
確二代理者ヲ涙遣シ、其ノ希望ト請求トヲ爲スヲ得タリ。此ノ
代理者ハ、各階級叉ハ各選墨匿ヨリ交付セラレタル豊書（c曲i
ers）二由テ、代理ノ全権ヲ得、又此ノ畳書二拘束セラレ、其指
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定二從ヒ行動ヲ爲シタリ。斯ル代理者タル委員又ハ議員ノ設定
?、?? タル委任制ナリシト云フベシ。然ルニ斯ル畳書二拘束
セラルル受任者二封シテハ、共二國政ヲ自由二討議スル能ハザ
ルヲ以、テー七八九年六月、佛蘭西國王ハ、畳書拘束ノ不承認ヲ
宣言セリ。之ヨリ以來、代表制ノ思想ヲ生ジ、代議士ハ、選墨
人及選墨匠ノ受任者ニアラザルコトト爲レリ。英國二於テモ、
當初ノ國會議員ハ、各地方選墨’匿ノ委任二由ル代理者トシテ涙
遣セラレ、（多クハ大地主ノ代理者ナリ）一八三二年迄、猶委
任制ガ行ノ・レタルモ、同年以後、此委任制ハ全ク屡止セラレタ
リ。英佛二於ケルト同ジク、今日ハ何レノ國二於テモ、本來ノ委
任制ハ既二過去ノ制度トナリ、一般ニハ普通選基二依ル代表制
ガ探用サレ、國會議員ハ、入民ノ代表者ト構ヘラル・二至レ
リ、然レドモ此ノ人民代表ノ意義果シテ如何、猶詳察スルヲ要
ス。今日世問二於テ、國會議員ヲ指シテ、國民ノ代表者ト呼ブ
モ、是レ不精確ノ言躇タルニ過ギズ。其實議員ハ、決シテ選墨
民全艦又ハ國民全膿ノ眞實ノ代表者ニアラザルナリ。何トナレ
バ議員ハ、或選墨’匿二於テ、多数ノ投票ヲ得タル者ガ、當選人ト
爲リタル者二過ギザレバナリ。時トシテハ、少藪ノ選墨民ノ投
票ニテ、當選者ト爲ルコトアリ。何レノ場合二於テモ、選墨民
総膿ノ投票ヲ得タル者ガ、議員ト爲ルコトナキナリ。只具膿的
ノ場合二、比較多歎ノ投票ヲ得タル者ガ、當選人ト爲ルノミ。
斯ノレ者ハ、決シテ選墨権者総膿、選墨匠叉ハ國民ノ眞實ナル代表
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者ト云フヲ得ザルナリ。只斯ノ如キ方法ニテ當選者ト定メラレ
タル者ヲ、代表者ト呼プニ過ギズ。必シモ全入民代表ノ意義ヲ
有スルモノニアラザルナヲ。又假令當選者ガ、選墨匝ノ総票ヲ
取得シタリスルモ、當選人ハ決シテ選墨者ノ眞實ノ代表者ニハ
アラザルナリ。何トナレバ選墨者ト當選入タル議員トノ間ニ
?、 議員トシテノ作用二關シ、何等意思ノ聯通ハ存在スルモノ
ニアラズ、議員ハ選墨者ノ意、思如何二拘ラズ、自由ノ言動ヲ爲
シ得ル者ナレバナリ。代議士ノ自由ノ言動ハ、入民ノ言動ニア
ラザルコトハ、夙トニ「ルッソー」ノ説破セル所ナリ。此ノ如
ク衆議院ノ議員及議會ノ政蕪員ハ、國民全膿ノ代理若クハ代表
ニアラザルトキハ、政蕪ノ政見ハ國民ノ政見ナルニアラズ。政
蕪ノ政治ガ、決シテ國民ノ政治ニハアラザルナリ。只議員又ハ
政窯ノ政治ヲ、國民ノ政治ト稻スルニ過ギザルノミ。名稽ト實
質トハ之デ旺別セザルベカラズ。政治ハ國民ノ事務ナリトスル
壬、國民ノ事務ハ精確堅固ナル國家制度ノ中二於テ、管理セラ
レザルベヵラズ。決シテ議員及政蕪ノミニ依ラシムベカラザル
ナリ。又政黛政治ガ、常二適當ナルニアラザルコトハ、前述ノ
如ク近時ノ各國政蕪政治ガ、例示スル所ナリ。
抑各選墨匝ヨリ選出セラレタル議員ハ、、唯議會二於テ、議員ト
シテノ職ヲ行フ爲メニ基ゲラレタルノミニシテ、決シテ内閣大
臣トシテ、大臣ノ職ヲ行フ者トシテ、墨ゲラレタルモノニアラ
ザルナリ。選墨ハ軍二議會議員ヲ得ルノ方法タルニ過ギズシ
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テ、國民ノ代表者トシテ、内閣大臣ノ職ヲ行ハシムル爲メニ、
委員若クノ・代表ヲ設定シタルニアラザルナリ。若シ議員ノ・、内
閣二入リテ政治ヲ行フベキ代表トシテ設定セラレタル者ナリト
セバ、此閣員ガ不信任ノ議決ヲ受ケタルトキハ、議員ノ任モ、
亦之ヲ失ハザルベヵラズ。然レドモ議員ハ斯ル制裁ヲ受クルコ
トナシ。此ノ如キ議員ヲ、人民ノ代表者トシテ内閣二入り政治
ヲ行フベキ者ナリト構スルハ、妄言ナリ。元ヨリ選墨二際シ、
立候補者ハ、政見登表ヲ爲スコトアルモ、選墨者ハ、之ヲ承認
シ同意セルヤハ、之ヲ知ルニ由ナシ、何トナレバ選墨者ハ、種
’々ナル動機ト原因二由り、投票ヲ行フモノニシテ、政治上ノ意
見ノミニ由ルモノニアラザレバナリ。立候補者叉ハ政窯ノ登表
スル政見へ只其ノ政見タルニ止マリ、國民総膿ノ政見ニアラ
ザルナリ。固ヨリ國民各個叉ハ其多i藪ノ政見及輿論ト、政蕪又
ハ議員ノ政見ト、相合スルコトハアリ得ベシ。然レドモ是ヲ以
テ、政窯又ハ議員ノミガ、國民又ハ輿論ノ代表者ト云フヲ得
ズ。何トナレバ政府モ輿論ノ實行者タルコト無キニアラザレバ
ナリ。
既二前述セル如ク、今日ノ所謂政蕪内閣トハ、衆議院二於テ
議席ヲ有・スル政窯者ガ、多ク列席シ組織スル内閣ヲ指稽スルニ
過ギズ。総理大臣ハ、必シモ衆議院議員タルヲ要セズ、陸海軍
大臣外務大臣等ノ・、必シモ政蕪員タルヲ要セズト倣スナリ。此
ノ如ク衆議院ノ議員ニアラザノレ者、則チ人民ノ選墨二依ラザノレ
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者ガ、主要ノ地位ヲ占ムル内閣ハ、形式上ヨリ見ルモ、決シテ
人民政治ヲ行フ者ナリト謂フヲ得ザルナリ。元ヨリ國民ノ問二
現出スル種々ノ政治團膿ノ中二於テ、政蕪ト號スル者ヲ基礎ト
シテ、内閣ヲ組織セシムルコト・・、特別ノ意義ヲ有スルモノニ
シテ、徒ラニ之ヲ輕覗スベキニアラザルモ、之ヲ人民政治ナリ
ト速断スノレハ、不當モ亦甚シ、所謂政蕪及議員ノー團ハ、只民
間一部ノ勢力ノ現出ナルノミ。一般ノ職業者、勢働者、資本
家、在郷軍人、敏育家、宗敏家等ノ團膿モ、亦民問或部分ノ
勢力ヲ表現スルモノナリ。今此等ハ全ク之ヲ顧ミズ、只政蕪ト
號スル者ノミガ、政権ヲ掌握スルコトヲ、凋リ人民政治トスル
ハヘ偏狡ニシテ没理ナリ。若又内閣ハ、所謂民意二基ヅキ、政
黛二依ヲ組織セラレザルーミヵラズトセバ、陸海軍、外務、司法
ノ諸大臣モ、亦必ズ政蕪員ヲ以テ任ゼラレザルベカラズ。其他
入民政治ノ主義ヨリセバ、前述ノー元主義ト同ジク、福密院、
裁判所、會計檜査院ノ如キモ、皆政蕪員叉ハ議員ヲ以テ隻之ヲ
組織セシメザルベヵラズ。然ルニ此等ヲ除外シ、只内閣ノー部
ノミ、議員ヲ以テ組織セシムベシト爲スハ、甚シキ不徹底ノ入．
民政治主義ナリト謂フ〈ミシ。若叉人民ノ自由及民権ヲ根擦トシ
テ、國制全般二關シ、徹底的二人民政治主義ヲ實行セント欲ス
ル者アラ医、是レ天皇大椹ノ作用タル、官吏任命及官磨組織権
ヲ干犯スノンモノニシテ監決シテ許ノンスベカラザルノ思潮タリ。
我國二於テハ、政窯内閣ハ、唯便宜的方法トシテ、或範園内二
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於テ成立シ得ルノミ。便宜的方法～・、決シテ憲政ノ常道ニアラ
ザルナリ。叉元ヨリ法的必要制度ニアラザノレナリ。或ハ憲法政
治ハ、民意反映ノ政治タラザノンベカラズ。人民ノ選墨二由ル議
員ゴ、内閣ヲ組織スルハ、憲法政治ノ本旨ナリト云フ者アッ然
レドモ假令憲法・・、人民意思ノ反映ヲ期待スト倣スモ、之レ議
會二於ケル作用ヲ條件トスルニ過ギズシテ、更二議員ヲシテ内
閣ヲ組織セシムルコトヲ、特二規定スルモノニアラズ、又人民
意思ノ反映ノ・、濁リ議員ノ行動ノミニ依り、之ヲ求ムベキニア
ラザルナリ。抑モ民意又ハ総意ノ存否ノ認識、及其ノ是非ノ批
判ハ、困難ナノン間題ニシテ、只議會叉ハ政蕪ノ意見ヲ以テ、即
チ民意トナリト倣ス如キハ、俗読決シテ探ルニ足ラザルナソ。
或ハ日ク、廣ク會議ヲ起コシ萬機公論二決スベシトノ・、明治
元年晶嚢セラレタル我國制ノ元則ナリ。公論二從ヒ萬機ヲ庭理
セシムル爲メニ、會議膿ナル議會ノ議員ヲシテ、内閣二入り國
務大臣トシテ、政治ノ局二當ラシムルコトハ、則チ此國制ノ元
則二從フ所以ナリ。政黛内閣ハ、毫モ之ヲ批議スルノ理ナシ
ト。然レドモ此元則ハ、唯公論ヲ徴スーミキ會議膿ノ必要ヲ指示
セルモノニシテ、萬機ノ決定及實施ハ、一切會議艦ノ議決二委
セラルベシトノ主意ニアラズ。公論ト2・公正ノ意見ノ義ナリ。
實質上ノ意義ニシテ、形式上會議ノ議決ガ、帥チ公論ナリト云
フ義ニアラズ。萬機二關スル最高ノ決定椹ハ、常二天皇ノ大権
内二留保セラル・ナリ。又内閣大臣ヲ任命スルコトハ、公論二
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依り決定セラル・モノニアラザルコトハ、猶他ノ福密顧問、陸
海軍大將、裁判官、槍査官等ノ任命ガ、公論二依り決セラレザ
ルト同様ナリ。元ヨリ國家政治二付テハ、會議膿ノ議決ヲ詳察
シ、又其主意ヲ探用振取シ、殊二立法二付テノ・隻之ヲ必要ノ條
件ト爲サザルベカラズ。然レドモ政窯内閣ヲ常久的ノ制度トシ
テ樹立セザルベカラザルコトガ、決シテ此ノ元則ヨリ當然生ズ
ノレモノニハアラズ。叉萬機ノ決定権ハ、凡ベテ之ヲ、會議府二
委付セザルベカラザノレノ理由モ、存スルコトナシトス。
